
－　－57

は
じ
め
に

中
国
・
清
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
個
性
派
画
家
の
石
濤
（
一
六
四
二
〜
一
七
〇

七
）
は
明
末
の
董
其
昌
（
一
五
五
五
―
一
六
三
六
）
の
提
唱
し
た
「
仿
古
」
を
否
定

し
模
倣
や
形
式
に
囚
わ
れ
ず
に
画
技
を
磨
い
た
。
特
に
画
僧
と
し
て
南
京
の
大
寺
で

あ
る
長
干
寺
、
つ
ま
り
大
報
恩
寺
の
一
枝
閣
に
住
し
た
南
京
時
代
（
一
六
八
〇
―
八

九
頃
）
は
、
僅
か
十
年
ほ
ど
の
期
間
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
期
間
に
、
画
家
の
技

術
は
大
き
く
向
上
し
た
。
日
本
の
石
濤
研
究
で
は
、
南
京
時
代
の
作
品
に
つ
い
て

は
、
一
六
八
七
年
の
年
紀
が
あ
る
「
細
雨
虬
松
図
軸
」（
上
海
博
物
館
）
を
除
い

て
、
そ
の
他
の
作
品
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た１
。
本
稿

で
は
、
制
作
初
期
の
宣
城
時
代
か
ら
制
作
中
期
の
南
京
時
代
に
か
け
て
の
石
濤
の
筆

墨
法
の
変
遷
を
考
察
す
る
。

一
．
宣
城
時
代
の
石
濤
画
の
特
徴

本
稿
で
は
石
濤
が
一
六
六
六
年
に
安
徽
の
宣
城
、
敬
亭
山
広
教
寺
に
至
っ
た
そ
の

後
一
六
八
〇
年
頃
に
南
京
の
長
干
一
枝
閣
に
移
る
ま
で
を
宣
城
時
代
、
南
京
の
長
干

一
枝
閣
に
住
し
た
の
ち
一
六
八
九
年
頃
ま
で
を
南
京
時
代
と
す
る
。

宣
城
時
代
の
作
品
に
は
周
辺
か
ら
の
影
響
と
、
画
家
の
研
鑽
の
跡
が
見
ら
れ
る２
。

一
六
六
七
年
に
歙
県
で
制
作
さ
れ
た
と
張
子
寧
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
「
白

描
十
六
尊
者
図
巻
」〈
図
１
〉
は
特
に
初
期
の
作
例
で
あ
り
、
若
年
期
の
画
技
を
見

る
こ
と
が
で
き
る３
。
筆
墨
的
な
特
徴
と
し
て
鮮
明
な
人
物
表
現
や
擦
れ
た
線
で
勢
い

よ
く
長
い
皴
を
同
じ
調
子
で
幾
重
に
も
重
ね
た
皴
法
、
し
ず
く
形
の
点
苔
、
潤
っ
た

墨
で
筆
先
を
な
め
ら
か
に
滑
ら
せ
て
描
く
皴
法
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
数
年
後

の
一
六
七
一
年
の
年
紀
が
あ
る
「
陶
詩
採
菊
図
軸
」〈
図
２
〉
に
は
潤
っ
た
墨
を
使

用
す
る
皴
法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
初
期
の
段
階
か
ら
様
々
な
筆
遣
い
を
試
み
て
い

る
。宣

城
時
代
の
石
濤
は
周
辺
文
人
と
盛
ん
に
交
流
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
筆
遣
い

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
み
え
る
。
こ
の
時
期
に
石
濤
は
梅
清
（
一
六
二
三
―

一
六
九
七
／
字
淵
公
、
号
瞿
山
）・
梅
庚
（
一
六
四
〇
―
？
／
字
耦
長
、
号
雪
坪
・

聴
山
翁
）
兄
弟
や
施
潤
章
（
一
六
一
八
―
一
六
八
三
／
字
尚
白
、
号
愚
山
）
な
ど
地

元
の
名
士
や
文
人
と
交
流
し
た
。
そ
の
繋
が
り
は
後
年
に
も
続
き
、
画
家
の
交
友
関

係
に
影
響
を
与
え
る
。
特
に
梅
清
は
石
濤
が
宣
城
を
離
れ
て
以
降
の
年
記
の
作
品
が

主
で
あ
る
が
、
そ
の
画
風
は
宣
城
時
代
の
石
濤
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
多
い４
。
加

え
て
こ
の
時
期
は
徽
州
知
府
曹
鼎
望
（
一
六
一
八
―
一
六
九
三
）
の
招
き
に
応
じ
る

こ
と
で
一
六
六
七
年
に
は
黄
山
遊
を
果
た
し
た
。
石
濤
に
と
っ
て
の
黄
山
遊
は
生
涯

石
濤
画
の
筆
墨
法
の
変
遷　

初
期
か
ら
中
期
を
中
心
に　

小　
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に
わ
た
っ
て
「
わ
が
師
わ
が
友５
」
と
し
て
繰
り
返
し
描
く
重
要
な
経
験
で
あ
る
。
加

え
て
黄
山
周
辺
で
活
動
し
て
い
た
安
徽
派６
と
の
交
流
も
指
摘
し
た
い
。
安
徽
派
は
元

末
四
大
家
の
一
人
で
あ
る
倪
瓚
（
一
三
〇
一
〜
七
四
）
を
尊
び
、
倪
瓚
風
の
、
皴
を

あ
ま
り
重
ね
ず
、
人
物
を
描
か
な
い
静
寂
で
枯
淡
な
山
水
画
を
展
開
し
た
。
特
に
弘

仁
（
一
六
一
〇
―
六
三
）
の
画
風
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
硬
質
な
線
描
や
、
安
徽
で
制

作
さ
れ
て
い
た
版
画
等
に
宣
城
時
代
の
石
濤
が
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
程
邃
（
一
六
〇
七
―
九
二
）
や
査
士
標
（
一
六
一
五
―
九
八
）、
戴
本

孝
（
一
六
二
一
―
九
三
）
な
ど
南
京
や
揚
州
な
ど
で
活
動
し
て
い
た
文
人
か
ら
の
影

響
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い
る７
。
石
濤
の
宣
城
時
代
の
作
品
は
、
潤
筆
の
作
例
が
多
い

が
、
一
六
六
九
年
「
山
水
図
冊８
」
第
九
図
〈
図
３
〉
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
渇
筆
の
使

用
は
安
徽
派
か
ら
の
影
響
と
推
察
す
る
。
た
だ
し
、
影
響
と
言
っ
て
も
渇
筆
を
使
用

す
る
筆
法
が
似
通
う
と
い
う
程
度
で
あ
る
。
安
徽
派
の
完
全
な
模
倣
や
師
事
の
痕
跡

は
見
当
た
ら
な
い
。
石
濤
は
周
辺
画
家
や
そ
の
作
品
か
ら
技
法
を
学
び
吸
収
し
た
う

え
で
、
自
ら
の
筆
法
と
し
て
確
立
さ
せ
て
い
る
。
故
に
、
定
型
に
捕
ら
わ
れ
な
い
自

由
な
組
み
合
わ
せ
で
、
様
々
な
筆
墨
法
を
展
開
し
て
い
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
一
六
七
三
年
「
山
水
図
冊
」
第
六
図
〈
図
３
〉
に
は
「
向
来
独
得
襄
陽

法
、
高
子
磊
落
称
房
山
。
…
…
」
と
あ
り
、
北
宋
の
書
画
家
で
あ
る
米
芾
（
一
〇
五

一
―
一
一
〇
七
）
や
元
の
高
克
恭
（
一
二
四
八
―
一
三
一
〇
）
か
ら
米
法
山
水
を
学

ん
だ
こ
と
が
窺
え
る
。
筆
を
寝
か
せ
て
施
し
た
米
点
は
墨
で
面
的
な
広
が
り
を
表
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
古
画
学
習
に
お
い
て
も
「
倣
」
と
は
言
わ
ず
に
「
向
来
独
得
襄

陽
法
」
と
「
画
法
を
得
る
」
と
言
う
と
こ
ろ
に
模
倣
や
形
式
に
囚
わ
れ
な
い
石
濤
の

制
作
方
針
が
早
期
か
ら
垣
間
見
え
る
。

二
．
南
京
時
代
の
石
濤
画
の
特
徴
―
宣
城
時
代
か
ら
南
京
時
代
の
変
遷
―

南
京
時
代
の
作
品
の
筆
墨
の
特
徴
は
、
渇
筆
を
用
い
た
表
現
に
あ
る
。
一
六
八
七

年
の
年
記
が
あ
る
「
細
雨
虬
松
図
軸
」〈
図
４
〉
を
例
に
表
現
を
み
て
い
く
と
、
主

に
渇
筆
を
使
用
し
、
水
分
を
含
ん
だ
潤
筆
の
表
現
よ
り
も
硬
質
な
印
象
で
あ
る
。
筆

先
で
細
く
鋭
角
的
に
岩
の
形
姿
を
表
し
て
い
る
。
筆
致
の
速
さ
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ

な
い
が
、
そ
れ
が
却
っ
て
紙
に
直
接
彫
り
込
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
堅
実
な
筆
遣
い

で
あ
る
。
ま
た
、
点
苔
は
丸
形
で
、
全
体
に
小
さ
い
も
の
が
施
さ
れ
る
ほ
か
、
滴
形

で
水
分
を
含
ん
だ
濃
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。

南
京
に
至
っ
て
筆
遣
い
の
多
様
性
一
層
み
ら
れ
る
。
一
六
八
五
年
「
萬
点
悪
墨
図

巻
」〈
図
５
〉
に
は
、
宣
城
時
代
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
皴
法
と
類
似
す
る
筆
遣
い

が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
一
六
七
一
年
「
陶
詩
採
菊
図
軸
」〈
図
二
〉
や
一
六
七
五

年
「
松
閣
臨
泉
図
軸
」〈
図
６
〉
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
筆
先
を
少
し
寝
か
せ

て
擦
れ
た
長
い
線
を
描
く
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
濃
墨
を
用
い
て
大
き
い

点
苔
を
散
ら
し
た
り
、
筆
に
た
っ
ぷ
り
水
を
つ
け
て
ぼ
か
し
を
作
っ
た
り
と
放
胆
な

墨
の
遣
い
方
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
本
作
の
表
現
に
つ
い
て
は
自
跋
に
「
萬
点
悪

墨
悩
殺
米
顛
、
幾
絲
柔
痕
笑
倒
北
苑
…
…
」
と
あ
り
米
法
山
水
に
加
え
董
源
の
筆
法

に
も
触
れ
て
い
る
。
萬
点
悪
墨
は
米
芾
を
悩
殺
し
、
幾
筋
も
線
を
重
ね
た
皴
法
は
董

源
を
笑
い
倒
す
と
言
い
、
古
き
に
倣
う
と
い
う
に
は
挑
戦
的
な
跋
文
で
あ
る
。

こ
う
し
た
古
画
に
学
ぶ
姿
勢
は
随
所
に
み
ら
れ
る
。「
山
水
図
冊
」（
全
十
図 

一

六
七
六
―
八
七
年 

北
京
故
宮
博
物
院
所
蔵
）
第
二
図
〈
図
７
〉
で
は
元
末
四
大
家

の
黄
公
望
（
一
二
六
九
―
一
三
五
四
）
や
王
蒙
（
一
三
〇
八
―
八
五
）
の
筆
法
を
参

照
し
た
と
言
う
。
歴
代
の
画
家
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
滞
在
し
て
い
た
大
報
恩
寺
が

南
京
の
大
寺
で
あ
り
、
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も
様
々
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
と
想
像
で
き
る
。
ま
た
、
石
濤
は
揚
州
に
お
い
て
孔
尚
任
の
秘
園
雅
集
で
金
陵
の
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襲
賢
、
新
安
の
査
士
標
な
ど
と
も
交
友
し
て
い
る９
。
そ
し
て
同
年
の
夏
に
子
老
道
翁

が
宋
の
羅
紋
紙
を
出
し
て
画
を
求
め
た
の
に
応
じ
「
細
雨
虬
松
図
軸
」
を
描
い
た
と

い
い
、
南
京
時
代
の
文
人
達
と
の
交
流
が
石
濤
の
画
業
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

が
知
れ
る11
。

南
京
時
代
の
筆
墨
法
は
、
宣
城
時
代
か
ら
取
得
し
て
い
た
画
技
の
技
術
的
な
向
上

が
窺
え
る
。
加
え
て
、
古
画
学
習
も
宣
城
時
代
よ
り
も
捗
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

う
で
あ
っ
て
も
、
南
京
に
至
っ
て
得
た
も
の
を
自
身
の
な
か
で
咀
嚼
し
た
上
で
、
当

時
の
流
行
で
あ
っ
た
「
倣
古
」
や
「
模
倣
」
と
は
一
線
を
画
し
た
独
自
の
画
風
を
展

開
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
筆
墨
法
に
捕
ら
わ
れ
ず
、
多
様
な
表
現
を
試
み
て
い
る
点

は
、
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
み
ら
れ
る
石
濤
画
の
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三�

．
南
京
時
代
の
石
濤
画
の
多
様
性
―
上
海
博
物
館
所
蔵
「
書
画
図
冊
」（
一
六
八
三

年
　
全
八
図 

紙
本
墨
画
淡
彩
）
を
中
心
に
―

南
京
時
代
の
石
濤
画
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
。
上
海
博
物
館
所
蔵
の
「
書
画
図

冊
」〈
図
８
〉
を
例
に
み
て
い
く
。
本
作
は
、
全
八
図
か
ら
な
る
紙
本
墨
画
淡
彩
の

作
品
で
あ
る
。
第
一
図
か
ら
第
六
図
ま
で
は
画
と
対
題
、
第
七
図
は
自
題
、
第
八
図

は
石
濤
の
晩
年
の
友
人
で
あ
る
張
景
蔚
の
題
跋11
が
あ
る
。
第
六
図
の
対
題
に
よ
っ
て

一
六
八
三
年
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る11
。

筆
墨
法
は
第
二
図
と
第
四
図
を
除
い
て
渇
筆
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
墨
の
濃
淡
や

線
の
肥
痩
、
様
々
な
点
苔
が
図
毎
巧
み
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
。
第
一

図
は
前
景
の
岩
に
、
折
帯
皴
風
の
筆
法
と
、
筆
を
横
に
倒
し
た
よ
う
な
点
苔
が
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
水
辺
が
前
景
と
遠
景
を
隔
て
る
一
河
両
岸
風
の
構
図
か
ら
、

安
徽
派
が
尊
ん
だ
倪
瓚
風
の
画
風
が
窺
え
る
。
第
六
図
は
幾
重
に
も
筆
を
重
ね
る
し

ぶ
と
さ
の
あ
る
皴
法
と
代
赭
を
用
い
た
色
彩
が
相
俟
っ
て
、
石
渓
（
一
六
一
二
―
一

六
七
三
）
の
作
風
を
彷
彿
と
さ
せ
る11
。
石
渓
は
療
養
の
た
め
に
大
報
恩
寺
に
し
ば
し

ば
滞
在
し
て
い
た
。
石
濤
が
南
京
に
赴
い
た
頃
に
は
既
に
石
渓
は
鬼
籍
に
入
っ
て
い

る
が
、
そ
の
作
品
を
目
に
し
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も

「
模
倣
」
で
は
な
く
作
風
か
ら
学
習
が
窺
え
る
程
度
で
あ
る
。

第
二
図
、
第
四
図
は
そ
れ
ぞ
れ
潤
筆
で
の
異
な
る
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
第

二
図
は
、
淡
い
潤
筆
か
つ
太
い
線
描
が
用
い
ら
れ
、
皴
は
面
的
で
あ
る
。
墨
の
色
は

淡
く
、
全
体
の
色
彩
も
相
俟
っ
て
透
明
感
の
あ
る
表
現
で
あ
る
。
こ
う
し
た
墨
の
使

用
は
石
濤
画
の
中
で
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い
が
、
し
い
て
言
う
な
ら
ば
「
黄
山
八
勝

図
冊
」（
京
都
・
泉
屋
博
古
館
所
蔵
）
第
四
図
「
蓮
華
峰
図
」〈
図
９
〉
の
柔
ら
か
い

筆
遣
い
に
多
少
の
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
書
画
図
冊
」
第
四
図
は
、
前
述
の
米
法
山
水
を
彷
彿
と
さ
せ
る
筆
遣
い
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
留
ま
ら
な
い
妙
が
あ
る
。
主
山
の
輪
郭
を
濃
い
墨
で
紙
に
彫
り
込
む
か

の
よ
う
な
筆
致
に
大
き
な
点
苔
、
濃
い
代
赭
と
、
群
青
の
点
苔
が
墨
で
施
さ
れ
た
点

苔
の
上
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
中
景
の
人
物
や
家
屋
の
細
い
筆
致
、
前
景
の
木
々
の

幹
な
ど
、
モ
チ
ー
フ
毎
の
線
の
描
き
分
け
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
体
に

薄
く
賦
彩
さ
れ
た
淡
青
と
、
絵
具
の
素
材
感
が
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
に
濃
く
置
か
れ
た

群
青
に
よ
っ
て
、
米
法
を
な
ぞ
り
な
が
ら
も
変
化
に
富
ん
だ
画
面
に
な
っ
て
い
る
。

筆
墨
法
か
ら
は
少
し
逸
れ
る
が
、
第
三
図
、
第
五
図
に
み
ら
れ
る
群
青
で
賦
彩
さ
れ

た
小
石
の
表
現
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
う
し
た
置
き
石
の
よ
う
な
表

現
は
「
黄
山
八
勝
図
冊
」（
京
都
・
泉
屋
博
古
館
所
蔵
）
第
六
図
「
湯
池
図
」〈
図

10
〉
と
似
通
う
。
い
ず
れ
も
、
画
面
手
前
か
ら
奥
、
あ
る
い
は
人
物
の
描
か
れ
て
い

る
場
所
へ
の
視
点
誘
導
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
色
の
濃
い
小
石
を
用

い
た
視
線
誘
導
は
、
宣
城
時
代
「
山
水
図
冊
」
第
二
図
や
第
十
図
〈
図
３
〉
に
も
片

鱗
が
見
ら
れ
る
が
、
南
京
時
代
の
作
品
の
方
が
効
果
的
に
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
本
作
は
渇
筆
や
潤
筆
と
い
っ
た
筆
墨
法
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
加
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え
て
、
様
々
な
皴
法
、
色
彩
の
妙
な
ど
も
特
徴
的
で
あ
る
。
南
京
時
代
の
多
様
性
と

技
術
の
向
上
が
画
冊
の
中
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

石
濤
は
宣
城
時
代
か
ら
南
京
時
代
に
か
け
て
主
な
制
作
を
潤
筆
か
ら
渇
筆
へ
と
変

遷
さ
せ
る
。
加
え
て
潤
筆
の
使
用
や
絵
具
の
素
材
感
を
活
か
し
た
表
現
な
ど
多
様
性

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
様
々
な
表
現
は
宣
城
時
代
か
ら
み
ら
れ
る
が
、
上
海
博

物
館
所
蔵
「
書
画
図
冊
」
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
南
京
時
代
に
よ
り
洗
練
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
わ
か
る
。

石
濤
の
画
業
に
お
け
る
多
様
性
は
、
自
ら
の
周
辺
の
画
家
の
作
品
や
人
脈
に
よ
っ

て
見
る
こ
と
が
で
き
た
古
書
名
画
、
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
景
観
を
貪
欲
に
吸
収
し
た

上
に
複
合
的
に
成
立
し
て
い
る
。
し
か
し
、
影
響
関
係
が
窺
え
る
画
家
の
作
品
と
比

較
し
て
も
、
そ
の
気
風
が
感
じ
ら
れ
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
南
京
時
代
に
み

ら
れ
る
多
様
性
は
、
常
に
変
化
を
求
め
、
定
型
に
捕
ら
わ
れ
な
い
画
家
の
天
性
の
才

に
よ
っ
て
練
り
上
げ
ら
れ
た
石
濤
の
個
性
を
示
し
て
い
る
。

謝
辞

　

指
導
教
員
で
あ
る
宮
崎
法
子
先
生
に
は
、
学
部
生
の
頃
か
ら
博
士
後
期
課
程
ま
で
ご
指

導
い
た
だ
き
、
終
始
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
一
六
年
九
月
に
は
上
海
博
物

館
、
北
京
故
宮
博
物
院
に
て
作
品
調
査
に
ご
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
二
〇
一
八
年
九
月

の
研
究
旅
行
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
期
に
わ
た
り
、
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
研
究
の
一
部
は
実
践
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
研
究
奨
励
金
の
助
成
を
受
け

た
も
の
で
す
。

注１ 　

日
本
国
内
に
お
け
る
石
濤
の
初
期
作
品
の
紹
介
は
張
子
寧
・
著　

宮
崎
法
子
・
訳

「
石
濤
の
「
白
描
十
六
尊
者
」
巻
と
「
黄
山
図
」
冊
（
上
下
）」（『
国
華
』
一
一
八
四
・

一
一
八
五
号　

一
一
―
一
九
頁
・
二
五
―
三
八
頁
）
一
九
九
六
年
七
月
・
八
月　

国
華

社 

に
て
な
さ
れ
た
。「
山
水
十
二
屏
」
は
一
九
九
八
年
に
小
学
館
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
世

界
美
術
大
全
集　

東
洋
編　

第
九
巻　

清
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
し
か
し
他
の
作
品
に
つ

い
て
は
未
だ
に
日
本
国
内
で
な
か
な
か
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。
ま
た
、「
石

濤
『
白
描
十
六
尊
者
』
巻
と
『
黄
山
図
』
冊
に
つ
い
て
」
の
訳
者
後
書
き
な
か
で
石
濤

の
真
贋
問
題
の
難
し
さ
に
つ
い
て
触
れ
て
、
日
本
国
内
伝
世
の
、
特
に
京
都
・
泉
屋
博

古
館
所
蔵
の
石
濤
画
の
よ
う
な
穏
や
か
な
画
風
の
も
の
の
み
を
基
準
と
す
る
風
潮
か
ら

の
脱
却
を
促
し
て
い
る
（
前
掲
上
・
十
八
頁
）。

２ 　

石
濤
の
生
涯
に
つ
い
て
は
李
驎
『
虬
峯
文
集
』
中
の
「
大
滌
子
伝
」（
北
京
図
書
館

蔵
）
を
紹
介
し
た
汪
世
清
「
石
濤
散
考
」（『
大
公
報
』
一
九
七
八
年
一
一
月
二
二
日

号
）
汪
世
清
「
虬
峯
文
集
中
有
関
石
濤
詩
文
」（『
文
物
』
一
九
七
九
年
十
二
期
）、
日

本
に
汪
論
文
を
紹
介
し
た
新
藤
武
弘
「
石
濤
小
考
」（
鈴
木
敬
先
生
還
暦
記
念
会
・
編

『
鈴
木
敬
先
生
還
暦
記
念　

中
国
絵
画
史
論
集
』
三
四
二
―
三
六
二
頁　

一
九
八
一
年 

吉
川
弘
文
館
）
を
参
照
。
ま
た
、
宣
城
の
敬
亭
山
廣
教
寺
に
住
し
た
年
に
関
し
て
は
、

汪
世
清
「
石
濤
散
考
」（『
大
公
報
』
一
九
七
八
年
十
一
月
二
十
二
日
号
）
一
九
七
八
年 

四
三
―
四
四
頁
の
註
十
五
に
よ
れ
ば
、
李
驎
『
虬
峯
文
集
』
中
「
大
滌
子
伝
」
の
「
在

敬
亭
住
十
有
五
年
」
の
記
述
と
、
龐
元
濟
『
虛
齋
名
畫
録
』
第
六
巻
所
収
「
石
濤
山
水

書
画
巻
」
の
題
「
庚
申
閏
八
月
初
得
長
干
一
枝
七
首
」
に
よ
る
概
算
で
あ
る
。
本
稿
で

も
、
石
濤
の
宣
城
か
ら
南
京
に
か
け
て
の
年
表
は
汪
氏
の
説
に
準
ず
る
が
、
南
京
の
長

干
一
枝
閣
に
住
し
た
根
拠
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
六
年
九
月
の
上
海
博
物
館
お
よ
び
北

京
故
宮
博
物
院
で
の
作
品
調
査
に
基
づ
き
、
北
京
故
宮
博
物
院
所
蔵
「
山
水
図
冊
」（
一

六
七
六
〜
一
六
八
七
年　

全
十
図 

紙
本
墨
画
淡
彩
）
の
第
十
図
「
庚
申
閏
八
月
初
得
長
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干
之
一
枝
寫
此
遺
之
」
を
採
用
す
る
。

３ 　

前
掲
注
一
張
子
寧
論
文
上
・
十
三
頁
参
照
。
ま
た
、
こ
う
し
た
山
水
表
現
は
、
年
記

は
な
い
も
の
の
本
作
と
比
較
的
近
い
制
作
年
と
推
察
さ
れ
る
「
黄
山
図
冊
」（
全
二
一

図 

北
京
故
宮
博
物
院
所
蔵
）
に
も
共
通
す
る
表
現
で
あ
る
。

４ 　

梅
清
と
石
濤
の
交
流
に
つ
い
て
は
宮
崎
法
子
「
石
濤
と
「
黄
山
図
巻
」」（
泉
屋
博
古

館
『
泉
屋
博
古
館
紀
要 
二
』
一
九
八
五
年
）
に
詳
し
い
。

５ 　

前
掲
注
２
張
子
寧
論
文
上
・
十
二
頁
所
載
の
石
濤
が
萬
曆
年
間
人
の
「
羅
漢
図
」
巻

（
上
海
博
物
館
）
に
一
六
八
八
年
に
書
し
た
跋
に
、「
丁
未
年
應
新
安
太
守
曹
公
之
請
寓

太
平
十
寺
中
之
一
寺
名
羅
漢
寺
」
と
あ
り
、
石
濤
が
歙
県
に
至
る
経
緯
が
わ
か
る
。

６ 　

ま
た
は
新
安
派
と
も
い
う
。
本
稿
で
は
『
特
別
展 

墨
の
天
地
―
中
国　

安
徽
地
方
の

美
術
―
』（
二
〇
二
〇
年 

大
和
文
華
館
編
集
・
発
行
）
の
呼
称
に
準
じ
た
。

７ 　

明
末
清
初
の
風
尚
と
石
濤
初
期
の
画
風
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
傅
申
「
石
濤
の
絵

画
」（『
文
人
画
粹
編 

中
国
編 

八　

石
濤
』
一
九
八
六
年
五
月　

中
央
公
論
社　

一
一

七
―
一
二
八
頁
）
に
て
指
摘
が
あ
る
。

８ 　
「
山
水
図
冊
」
の
年
紀
は
第
八
図
に
丁
未
（
一
六
六
七
年
）、
第
七
図
に
己
酉
春
（
一

六
六
九
年
）、
第
六
図
に
癸
丑
（
一
六
七
三
年
）、
第
四
図
に
丁
巳
（
一
六
七
七
年
）
と

わ
か
る
も
の
だ
け
で
約
十
年
の
幅
が
あ
る
。
ま
た
第
九
図
に
関
し
て
は
「
酉
春
得
此
圖

之
記
樂
」
と
十
干
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
己
酉
（
一
六
六
九
年
）
と
辛
酉
（
一
六
八
一

年
）
の
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
付
記
さ
れ
る
石
濤
題
詞
四
首
、
石
濤
の
題
詞
の
う

ち
一
首
に
「
庚
申
秋
仲
以
小
冊
十
紙
持
贈
。
粲
兮
先
生
復
書
一
絶
其
後
…
…
」
と
あ
り

一
六
八
〇
年
八
月
に
石
濤
が
一
度
贈
っ
た
小
冊
十
紙
を
持
っ
て
き
て
そ
こ
に
ま
た
詩
を

書
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
石
濤
の
題
詞
の
内
容
か
ら
一
六
八
〇
年
以
降
の
制

作
と
は
考
え
難
く
、
ま
た
画
風
を
み
て
も
、
第
二
図
な
ど
は
渇
筆
で
描
か
れ
て
は
い
る

も
の
の
岩
の
皴
が
少
な
く
、
後
年
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
岩
の
実
態
感
は
あ
ま
り
見
ら
れ

な
い
。
加
え
て
、
二
〇
一
七
年
に
北
京
故
宮
博
物
院
に
て
開
催
さ
れ
た
『
四
僧
書
画
』

展
に
お
い
て
実
見
し
た
際
に
も
紙
質
に
大
き
な
差
が
無
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
全
図

と
も
宣
城
時
代
の
画
冊
作
品
と
判
断
し
た
。
な
お
、
本
作
に
は
兄
弟
子
で
あ
る
喝
濤
題

記
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
梅
清
の
賛
が
確
認
で
き
る
。

９ 　

靑
木
正
兒
「
揚
州
に
在
り
し
日
の
孔
尚
任
」『
支
那
學
』
五
―
二　

一
九
二
九
年　

（
靑
木
正
兒
『
靑
木
正
兒
全
集 

第
二
巻
』
一
九
七
〇
年
七
月　

春
秋
社　

四
七
八
―
四

九
〇
頁
）

10 　

西
上
実
「
作
品
解
説
三
十
二
」（
中
野
徹
・
西
上
実 

責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集　

東
洋
編　

第
九
巻　

清
』
三
五
一
―
三
五
三
頁
）
一
九
九
八
年
四
月　

小
学
館

11 　
「
書
画
図
冊
」
第
八
図
の
題
末
の
「
癸
酉
孟
夏
、
遼
陽
張
景
蔚
書
於
江
都
寓
樓
」
記

に
よ
り
一
九
六
三
年
の
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
ほ
か
、
第
一
図
に
は
程
穆
倩

（
程
邃
）、
周
向
山
、
黄
仙
裳
、
馮
蓼
庵
、
第
五
図
に
張
瑶
星
、
周
向
山
、
張
持
僧
、
湯

燕
生
、
戴
務
旃
（
戴
本
孝
）、
杜
蒼
略
、
柳
公
含
、
呉
野
人
、
周
貞
棲
と
い
っ
た
遺
民

と
の
交
流
が
窺
え
る
。

12 　
「
書
画
図
冊
」
第
六
図
題
中
「
我
且
作
離
亭
之
贈
、
集
癸
亥
近
稿
一
巻
、
復
成
一
律
」

に
よ
る
。

13 　
『
石
濤
書
画
全
集
・
上
下
巻
』
一
九
九
五
年
六
月　

天
津
人
民
美
術
出
版
社　

上
巻

「
六
八　

書
画
冊
」
解
説

〈
図
版
出
典
〉

図
１ 　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（
二
〇
二
一
年
十
月
二
十
日
最

終
閲
覧
）

　
　
（https://w

w
w.m

etm
useum

.org/art/collection/search/49170

）

図
２ 　

楊
新
・
主
編
『
四
僧
絵
画　

故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
全
集
』
一
九
九
九
年
五
月　

商
務
印
書
館
（
香
港
）
有
限
公
司

図
３ 　

楊
新
・
主
編
『
四
僧
絵
画　

故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
全
集
』
一
九
九
九
年
五
月　

商
務
印
書
館
（
香
港
）
有
限
公
司

図
４ 　
『
石
濤
書
画
全
集
・
上
下
巻
』
一
九
九
五
年
六
月　

天
津
人
民
美
術
出
版
社　

上
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巻
所
収

図
５ 　
『
芸
苑
綴
英
』
一
九
七
八
年
第
一
期　

一
九
七
八
年
五
月　

上
海
人
民
美
術
出
版

社
李
聯
明 

編
集

図
６ 　
『
石
濤
書
画
全
集
・
上
下
巻
』
一
九
九
五
年
六
月　

天
津
人
民
美
術
出
版
社　

上

巻
所
収

図
７ 　

楊
新
・
主
編
『
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図１　�「白描十六尊者図巻」部分1667年　紙本墨画46.3×599.4㎝　�
メトロポリタン美術館

図２　�「陶詩採菊図軸」1671年　�
紙本墨画淡彩　208.0×97.0㎝　�
北京故宮博物院所蔵
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第一図 第二図 第三図

第四図1677年 第五図 第六図1673年

第七図1669年 第八図 第九図1669年
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図３　�「山水図冊」　�
紙本墨画　24.5×17.2㎝　全10図�
北京故宮博物院所蔵

第十図

図４　�「細雨虬松図軸」1687年�
紙本墨画淡彩�
102.0×41.2㎝　上海博物館

図５　�「萬点悪墨図巻」1685年　紙本墨画　25.5×229.0㎝　蘇州霊岩山寺�
上 全図 下 部分図
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図６　�石濤「松閣臨泉図軸」1675年 
紙本墨画淡彩 �
131.3×49.8㎝　上海博物館

図７　�石濤「山水図冊」第二図紙本墨画淡彩�
19.8×51.0㎝　北京故宮博物院
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図８　�石濤「書画図冊」�
1683年　紙本墨画淡彩�
全８図�
本紙部分26.0×17.5㎝�
上海博物館

第一図 第二図

第三図 第四図

第五図 第六図

第七図 第八図
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石濤「黄山八勝図冊」　図９　第四図「蓮華峰図」
南京時代（1680年代）　紙本墨画淡彩　全８図
本紙部分20.1×26.8㎝ 
京都・泉屋博古館

図10　第六図「湯池図」


